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１．はじめに 

近年，高速道路の建設は山岳部が主体となっており，これに伴い高速道路盛土は大規模かつ高盛土となってき

ている．また，盛土の締固め機械が大型化および高性能化してきていることもあり，路体盛土における一層仕上

り厚さを厚層化するなど，施工の効率化が図られている．今後施工される高速道路盛土においてもより一層，施

工の効率化による建設費の縮減および品質の確保が求められるものである． 

国内の空港や海外では，ドラム形状を通常の円筒形と異なる多角形とした新型の振動ローラ（以下「八角形ド

ラム振動ローラ」という）を採用し，一層の仕上り厚さの厚層化などについて検討している事例１）がある．今回

は，八角形ドラム振動ローラの有効性を確認し，路体盛土における一層仕上り厚さの厚層化および高速道路盛土

の高品質化を目的とし，転圧試験を実施したものである．本論文は，ドラム形状が円筒形をした従来型の振動ロ

ーラ（以下「円形ドラム振動ローラ」という）と八

角形ドラム振動ローラの 2機種について，粒径 60cm

の巨石を含む硬岩材料における転圧効果の違いを確

認した結果，得られた知見を報告するものである． 

２．測定項目と測定頻度 

表－1に試験施工における測定項目と測定頻度を示す．試験施工

は，粒径を 60cm以下に調整した硬岩材料を使用し，一層仕上り厚

さは 90cm とした．仕上り面より深さ 30cm（以下「上層部」とい

う）の締固め度の測定は自動走査式 RI２）で 15 点，層内の密度分

布は 2孔式 RI計器で 3箇所行った．  

３．転圧機械と使用材料 

表－2に使用した転圧機械の仕様を示す．ドラムの形状は異なるが，

転圧幅など機械の大きさはほとんど同じであり，機械重量や起振力

は八角形ドラム振動ローラの方が大きな値となっている．なお，八

角形ドラム振動ローラは，ドラム形状の影響により仕上り面に乱れ

が生じる特徴がある． 

今回，転圧試験に使用した硬岩材料は最大乾燥密度が 2.291g/cm3・

最適含水比が 5.9％（JIS A 1210 B法），均等係数が 38・曲率係数が

2.3（JIS A 1204），岩のスレーキング率３）が 0.6％，岩の破砕率３）が

4.5％という材料である．その他の物性値は（その 2）４）に示すとおりである． 
４．上層部（転圧面から 30cmまで）の締固め度 

図－1に乾燥密度の測定結果を示す．図－1をみると円形ドラム振動ローラは，転圧に伴い測定値が増加してい

るのに対し，八角形ドラム振動ローラは測定値にばらつきが大きく，転圧に伴う増加もほとんどみられないこと

が確認される．これは，3.で述べたドラム形状に起因したものと考えられる． 
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円形ドラム

振動ローラ

八角形ドラム

振動ローラ

機械重量　ｔ 19.5 25.4
静線圧　N/cm 520 790
動線圧　N/cm 2116 2680

ドラム幅　㎜ 2150 2130
起振力　ｋN 343 402
周波数　Hz 26 （L）28/（H）23

振幅　㎜ （水平・垂直）2.4 （L）1.8/（H）2.3

表－2　転圧機械の仕様

測定項目 測定頻度 備考

層内の密度分布 2孔式RI計器 両転圧機種

上層部の締固め度 自動走査式RI 両転圧機種

表－1　測定項目と測定頻度

転圧前・2・
4・6・8・10・

16回転圧後

図－１　上層部の乾燥密度
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５．層内の密度分布計測結果 

図－2に円形ドラム振動ローラで転圧した結果，図－3に八角形

ドラム振動ローラで転圧した結果，図－4 に 16回転圧後における

各材料の測定結果を示す．図－2をみると，概ね 6回転圧まで増加

し，それ以降は収束傾向を示している．下層部（60cm～90cm）の

締固め度は 16回転圧後でも高速道路における路体盛土の密度比規

定（Dc=92％）５）を満足していない．また，下層部では締固め度

の増加が小さいことが確認される．このことから，円形ドラム振

動ローラの転圧力は，仕上り面から深さ 60cm程度までは有効に伝

わっているが，下層部には有効に伝わっていないといえる．図－3

をみると，概ね 6 回転圧まで増加し，それ以降は収束傾向を示し

ている．下層部の締固め度は 16回転圧後でも高速道路における路

体盛土の密度比規定（Dc=92％）５）を満足していない．また，仕

上り面より 80cmより深い位置では，締固め度の増加が小さいこと

が確認される．このことから，八角形ドラム振動ローラの転圧力

は，仕上り面から深さ 80cm程度までは有効に伝わっているが，そ

れより深い位置には有効に伝わっていないといえる．図－4をみる

と，仕上り面から深さ 60cm付近は，ほぼ同程度の締固め度となっ

ているが，それ以外の箇所では八角形ドラム振動ローラの締固め

度が大きくなっていることが確認される． 

６．まとめ 

硬岩材料では，（1）転圧機種が異なることによる転圧効果の違

いの把握，（2）高速道路の路体盛土としての品質とさらなる厚層

化施工の可能性，（3）厚層化施工における最大粒径の緩和，につ

いて検討したものである．（1）については，転圧力が有効に伝わ

っていると判断されるのは，密度分布，密度増加の傾向から，円

形ドラム振動ローラで仕上り面から深さ 60cm程度，八角形ドラム

振動ローラで仕上り面から深さ 80cm程度と判断され，八角形ドラ

ム振動ローラによる転圧効果の方が大きいことが確認された．（2）

については，密度比（Dc）による評価において，下層部では規定

を満足しなかった．このため，巨石を含む硬岩材料においては，

一層施工厚さを 90cmでの施工は困難といえる．また，品質の評価

にあたっては礫補正も考慮した特別規定値（Ds）５）による評価も

行う必要がある．（3）については，巨石が混入することで礫のか

み合わせの程度により締固め度が大きくばらつく可能性がある．

など，転圧効果は認められるものの，巨石を含んだ硬岩材料での

適用については，課題が多く締固め度による管理は現状において

は困難であるといえる． 
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図－2 円形ドラム振動ローラ 
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図－3 八角形ドラム振動ローラ 
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図－4 16回転圧後の乾燥密度 
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